
社
会
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

社
会
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
会
計
監
査
報
告
の
内
容
）

（
会
計
監
査
報
告
の
内
容
）

第
二
条
の
三
十

会
計
監
査
人
は
、
計
算
関
係
書
類

を
受
領
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容

と
す
る
会
計
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
二
条
の
三
十

会
計
監
査
人
は
、
計
算
関
係
書
類

を
受
領
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容

と
す
る
会
計
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

計
算
関
係
書
類
（
社
会
福
祉
法
人
会
計
基
準

第
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
法

人
単
位
貸
借
対
照
表
、
同
項
第
二
号
イ

に
規

定
す
る
法
人
単
位
資
金
収
支
計
算
書
及
び
同
号

ロ

に
規
定
す
る
法
人
単
位
事
業
活
動
計
算
書

並
び
に
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
附
属
明
細
書
（
同

省
令
第
三
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま

で
及
び
第
六
号
並
び
に
第
七
号
に
規
定
す
る
書

類
に
限
る
。）の
項
目
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及

び
第
二
条
の
三
十
二
に
お
い
て
同
じ
。）が
当
該

社
会
福
祉
法
人
の
財
産
、
収
支
及
び
純
資
産
の

増
減
の
状
況
を
全
て
の
重
要
な
点
に
お
い
て
適

正
に
表
示
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意

見
が
あ
る
と
き
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲

げ
る
意
見
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ハ
ま

で
に
定
め
る
事
項

二

計
算
関
係
書
類
（
社
会
福
祉
法
人
会
計
基
準

第
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
法

人
単
位
貸
借
対
照
表
、
同
項
第
二
号
イ

に
規

定
す
る
法
人
単
位
資
金
収
支
計
算
書
及
び
同
号

ロ

に
規
定
す
る
法
人
単
位
事
業
活
動
計
算
書

並
び
に
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
附
属
明
細
書
（
同

省
令
第
三
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま

で
及
び
第
六
号
並
び
に
第
七
号
に
規
定
す
る
書

類
に
限
る
。）の
項
目
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及

び
第
二
条
の
三
十
二
に
お
い
て
同
じ
。）が
当
該

社
会
福
祉
法
人
の
財
産
、
収
支
及
び
純
資
産
の

増
減
の
状
況
を
全
て
の
重
要
な
点
に
お
い
て
適

正
に
表
示
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意

見
が
あ
る
と
き
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲

げ
る
意
見
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ハ
ま

で
に
定
め
る
事
項

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

除
外
事
項
を
付
し
た
限
定
付
適
正
意
見

監
査
の
対
象
と
な
つ
た
計
算
関
係
書
類
が
除

外
事
項
を
除
き
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら

れ
る
社
会
福
祉
法
人
会
計
の
慣
行
に
準
拠
し

て
、
当
該
計
算
関
係
書
類
に
係
る
期
間
の
財

産
、
収
支
及
び
純
資
産
の
増
減
の
状
況
を
全

て
の
重
要
な
点
に
お
い
て
適
正
に
表
示
し
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
旨
、
除
外
事
項
並
び
に

除
外
事
項
を
付
し
た
限
定
付
適
正
意
見
と
し

た
理
由

ロ

除
外
事
項
を
付
し
た
限
定
付
適
正
意
見

監
査
の
対
象
と
な
つ
た
計
算
関
係
書
類
が
除

外
事
項
を
除
き
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら

れ
る
社
会
福
祉
法
人
会
計
の
慣
行
に
準
拠
し

て
、
当
該
計
算
関
係
書
類
に
係
る
期
間
の
財

産
、
収
支
及
び
純
資
産
の
増
減
の
状
況
を
全

て
の
重
要
な
点
に
お
い
て
適
正
に
表
示
し
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
旨
並
び
に
除
外
事
項

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

三

（
略
）

三

（
略
）

四

継
続
事
業
の
前
提
に
関
す
る
事
項
の
注
記
に

係
る
事
項

（
新
設
）

五
・
六

（
略
）

四
・
五

（
略
）

２

前
項
第
五
号
に
規
定
す
る
「
追
記
情
報
」と
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の
事
項
の
う
ち
、
会
計

監
査
人
の
判
断
に
関
し
て
説
明
を
付
す
必
要
が
あ

る
事
項
又
は
計
算
関
係
書
類
の
内
容
の
う
ち
強
調

す
る
必
要
が
あ
る
事
項
と
す
る
。

２

前
項
第
四
号
に
規
定
す
る
「
追
記
情
報
」と
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の
事
項
の
う
ち
、
会
計

監
査
人
の
判
断
に
関
し
て
説
明
を
付
す
必
要
が
あ

る
事
項
又
は
計
算
関
係
書
類
の
内
容
の
う
ち
強
調

す
る
必
要
が
あ
る
事
項
と
す
る
。

（
削
る
）

一

継
続
事
業
の
前
提
に
関
す
る
事
項
の
注
記
に

係
る
事
項

一
〜
三

（
略
）

二
〜
四

（
略
）

改

正

後

改

正

前

（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
処
理
に
要
す

る
費
用
の
範
囲
）

（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
処
理
に
要
す

る
費
用
の
範
囲
）

第
二
十
六
条

機
構
法
第
十
条
第
一
項
第
五
号
及
び

第
十
六
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
費
用
の

範
囲
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
十
六
条

機
構
法
第
十
条
第
一
項
第
五
号
及
び

第
十
六
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
費
用
の

範
囲
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

中
小
企
業
者
（
中
小
企
業
支
援
法
（
昭
和
三

十
八
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
の
う
ち
、
同
項
に
規

一

中
小
企
業
者
（
中
小
企
業
支
援
法
（
昭
和
三

十
八
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
の
う
ち
、
同
項
に
規

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
社
会
福
祉
法
施
行
規
則
の
規
定
は
、
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
以
後
に
終
了
す
る
会

計
年
度
に
係
る
計
算
関
係
書
類
に
つ
い
て
の
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
終
了
す
る
会
計
年
度
に

係
る
計
算
関
係
書
類
に
つ
い
て
の
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
五
号

社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
四
十
五
条
の
二
十
八
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
社
会
福
祉

法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
四
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

〇
環
境
省
令
第
八
号

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
十
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
十
六
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
二
十
四
日

環
境
大
臣

小
泉
進
次
郎

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
六
年
環
境
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
当
該
対
象
規
定
全
体
を
改
正
後
欄
に
掲

げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い

も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も

の
は
、
こ
れ
を
新
た
に
追
加
す
る
。
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